
緑の環境クラブ通信 ２０２２年　４月　１日発行

　コロナ禍の年、3度目の春が巡ってきました。それでも変わらず桜は今年も咲き誇り、私達の心を慰めてくれているかのようです。
　会員のみなさま、お変わりなくお過ごしのこととお伺い申し上げます。もうすぐ出口が見えてきそうな気配もありますが、マスクと
手洗いとうがいをする事で、コロナウイルスだけでなく、どうやらインフルエンザのウイルスまで防いでいるようです。翻って言えば、
それは今までインフルエンザの時期に学級閉鎖などがよくあったのは、ワクチンに頼るだけで、手洗い、うがい、マスクに関しては、
真剣ではなかったという証左なのかもしれないと反省しています。
　さてこのような状況下、今年も残念ながら定期総会は書面開催となりました。下半期の活動は定例の里山整備のほかに、里山大
学への協力と市内小学校２校の環境学習支援をさせていただきました。自然の中でこども達は本当に嬉しそうでした。鬱屈したマス
クの生活をしているのですから、せめて自然の中で過ごす時間を増やせば心も体も解放され、自由な気分を味わえるのではないで
しょうか？会員の皆様もどんどん有馬富士公園に散策にいらしてください。五感をすませば、きっと美しい植物や懐かしい昆虫や小
鳥たちに出会えると思いますよ。活動の様子は活動ブログにも掲載されていますのでご覧くださいね。では1日も早いコロナの終息
とウクライナの平和回復を祈りつつ、みなさまお元気で。 代表世話人　北田香菜子

令和３年度　下期の活動報告
★里山ふれあい森づくり作業　作業日数　３４日　作業延人数　２７６名　（１０／１　～　３／３１）　　　三田市立有馬富士森林公園内Ｄゾーン（９.９ﾍｸﾀｰﾙ）の

　里山放置林を保全・整備しています。基本的には毎週水・土曜日にメンバーが集まり、笹藪除去・枯松処理など、里山ふれあい森づくり作業を推進中です

▲令和４年３月３０日（水）：１１名のレギュラーメンバーが集合 ▲尼崎信用金庫三田支店の皆さんと枯松処理・笹刈り

▲有馬富士森林公園エリアの笹藪・密集地帯の常緑樹の間伐に注力

★イベントの開催　①１０月９日（土）きのこ観察会（総勢　５２名）　インストラクターの先生３名・緑の少年団３７名・三田市２名・緑の環境クラブ１０名

★里山体験学習支援　①１０月２日（土）北摂里山大学「植生調査」学習支援　 ②１０月２３日（土）北摂里山大学「植生管理実習」学習支援

受講生２４名、講師６名、スタッフ５名、緑の環境クラブ６名：総勢４１名 受講生約２４名・講師６名・スタッフ４名・緑の環境クラブ７名　総勢４１名

③１１月１６日（火）　松が丘小学校の川除エリアで里山学習支援　２５名、スタッフ　１０名

　　松が丘小学校の里山学習支援は、３回実施

第１回は教室の講義「自然と里山と生活」について　

第２回は左記の③１１／１６の「里山エリアの散策」

第３回は左下の④１２／１４の「里山保全体験学習」

④１２月１４日（火）　松が丘小学校の里山保全体験学習支援　２４名、先生　３名、スタッフ　１０名　

⑤１１月２６日（火）　富士小学校の環境学習支援「水のおはなし」　５年生７８名、先生３名、スタッフ９名　

⑥１２月１０日（金）　富士小学校の環境学習支援「森と樹木のおはなし」５年生７８名先生３名スタッフ９名　

令和４年度上期の活動予定
・　４月以降　　　里山保全活動　：有馬富士森林公園及び周辺エリアでの 令和４年度も新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、「緑の環境クラブ　第２４回

　　　　　　　　　　森林整備等　毎週水・土曜日に活動　７・８月は、活動休止　 定例総会：郵便方式に変更」　「４月度　春を食する会」の催しは中止。有馬富士公園

・　５月３１日　　有馬高校里山管理体験の支援　 春フェスティバル開催中止の為、「フェスティバル出店」　も中止します。

・　６月以降　　　きのこ観察会　他に時期に植生・野鳥・昆虫等の観察会
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